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令和７年第３回天城町議会定例会議事日程（第４号） 

令和７年９月24日（水曜日）午後２時開議 

 

      開議   

○日程第１ 議案第６２号 令和６年度天城町一般会計歳入歳出決算

の認定について 

委員長報告 

○日程第２ 議案第６３号 令和６年度天城町国民健康保険事業特別

会計歳入歳出決算の認定について 

委員長報告 

○日程第３ 議案第６４号 令和６年度天城町介護保険事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 

委員長報告 

○日程第４ 議案第６５号 令和６年度天城町後期高齢者医療事業特

別会計歳入歳出決算の認定について 

委員長報告 

○日程第５ 議案第６６号 令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電

特別会計歳入歳出決算の認定について 

委員長報告 

○日程第６ 議案第６７号 令和６年度天城町水道事業会計決算の認

定について 

委員長報告 

○日程第７ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 議会運営委員会 

○日程第８ 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 各常任委員会 
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令和７年第３回天城町議会定例会議事日程（第４号の１） 

令和７年９月24日（水曜日） 

 

○追加日程第１ 議案第６８号 令和６年度繰 農業創出緊急支援事

業（集出荷貯蔵施設整備）に係る物

品売買契約について 

町長提出 

○追加日程第２ 議案第６９号 令和７年度 天城町上水道事業増補

改良事業（１工区）請負契約につい

て 

町長提出 

○追加日程第３ 議案第７０号 令和７年度天城町一般会計予算補正

（第４号）について 

町長提出 

        閉会   
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１．出席議員（１４名） 

  議席番号   氏   名       議席番号   氏   名 

    １番  松 山 小百合        ２番  平 岡 寛 次  

    ３番  島   和 也        ４番  喜 入 伊佐男  

    ５番  吉 村 元 光        ６番  奥   好 生  

    ７番  昇   健 児        ８番  大 澤 皓一郎  

    ９番  久 田 高 志       １０番  柏 木 辰 二  

   １１番  前 田 芳 作       １２番  柏 井 洋 一  

   １３番  平 山 栄 助       １４番  上 岡 義 茂  

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長 山 田 悦 和     議会事務局書記 藤 井 美 樹  

 

１．説明のため出席した者の職氏名 

  職  名   氏   名       職  名   氏   名 

 町 長 森 田 弘 光     教 育 長 院 田 裕 一  

 副 町 長 祷   清次郎     教委総務課長 和 田 智 磯  

 総 務 課 長 福   健吉郎     社会教育課長 中   秀 樹  

 総務課長補佐 宇 都 克 俊     農 政 課 長 上 岡 久 人  

 企画財政課長 森 田 博 二     農地整備課長 柚 木 洋 佐  

 くらしと税務課長 髙   芳 征     建 設 課 長 宮 山   浩  

 長寿子育て課長 廣 田 泰 望     農業委員会事務局長 廻   美 沙  

 けんこう増進課長 中 村 慶 太     水 道 課 長 西 松 清 仁  

 商工水産観光課長 梅 岡 拓 司     会 計 課 長 関 田   進  

                    選挙管理委員会書記長 里 山 浩 一  
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△ 開議 午後 ２時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 こんにちは。これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

     △ 日程第１ 議案第６２号 令和６年度天城町一般会計歳入歳出決算の認

定について   

     △ 日程第２ 議案第６３号 令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算の認定について   

     △ 日程第３ 議案第６４号 令和６年度天城町介護保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について   

     △ 日程第４ 議案第６５号 令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会

計歳入歳出決算の認定について   

     △ 日程第５ 議案第６６号 令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別

会計歳入歳出決算の認定について   

     △ 日程第６ 議案第６７号 令和６年度天城町水道事業会計決算の認定に

ついて   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、議案第６２号、令和６年度天城町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て、日程第２、議案第６３号、令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、日程第３、議案第６４号、令和６年度天城町介護保険事業

特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第４、議案第６５号、令和６年度天城

町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第５、議案第

６６号、令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、日程第６、議案第６７号、令和６年度天城町水道事業会計決算の認定につい

て、以上６件を一括議題とします。 

 これより委員長の報告に入ります。 

 まず、総務文教厚生常任委員長の報告を求めます。平岡寛次総務文教厚生常任委

員長。 

○総務文教厚生常任委員長（平岡 寛次議員）   

 総務文教厚生常任委員長報告をいたします。 

 令和７年第３回定例会において議題となりました、 
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議案第６２号、令和６年度天城町一般会計歳入歳出決算 

議案第６３号、令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

議案第６４号、令和６年度天城町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

議案第６５号、令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 

のうち、総務文教厚生常任委員会に付託を受けた案件について、審査の経過と結果

の報告をいたします。 

 当委員会は、第１回目の委員会を９月１１日、本会議終了後、全委員出席のもと、

委員会室において開催しました。 

まず、付託を受けました案件の関係課長、書記長の出席を求め、審査日程について

協議しました。 

その日程は、日程協議終了後から会計課、選挙管理委員会・監査室、総務課。 

９月１２日 午前１０時から、長寿子育て課、くらしと税務課、企画財政課。 

９月１６日 午前１０時から、けんこう増進課、教育委員会・総務課、社会教育課。 

９月１９日 午前１０時から、現地調査、委員会のまとめ 

とすることに決定しました。 

日程協議終了後、会計課の審査を行いました。 

課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

会計課の 

「歳入決算総額は、４４万７千９１５円。」 

「歳出決算総額は、２千６５７万６千２９７円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとおり

です。 

まず、「報償費、２８万１千８４７円に関して、短期の雇用の業務はどのような実

態なのか、業務を分担する等で人件費削減はできないのか。」との質疑に対し、 

「毎年４月、５月は出納整理期間中のため、普段の倍ほどの業務量があり、その期

間のみ短期職員を雇っております。」との答弁でした。 

以上で会計課の審査は終了しました。 

会計課、終了後、選挙管理委員会・監査室の審査を行いました。 

書記長の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

選挙管理委員会の 

「歳入決算総額は、１千５０万３千３０２円。」 

「歳出決算総額は、２千５４０万８千８５５円。」 

監査室の 
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「歳入決算総額は、０円。」 

「歳出決算総額は、１２６万４千４１９円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとお

りです。 

まず、「県知事選挙費委託料４１万４千１３５円、衆議院議員選挙費委託料８５万

４千円について、掲示板の設置場所はどのようになっているのか。」との質疑に対

し、 

「国政・県政選挙は町内に７４か所設置場所があります。町政選挙に関しては選挙

管理委員会で協議の上、令和８年の選挙から５２か所となります。」との答弁でし

た。 

以上で選挙管理委員会・監査室の審査は終了しました。 

選挙管理委員会・監査室、終了後、総務課の審査を行いました。 

課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

総務課の 

「歳入決算総額は、８千９８７万６千３４４円。」 

「歳出決算総額は、８億２千２５７万７千９０６円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「町長・副町長交際費９５万７千８１９円について、また、その支出基準に

ついてはどうなっているのか。」との質疑に対し、 

「基本的には町長が出張する際や島内において行政執行上必要な会食費、郷友会や

各種懇親会の会費、香典代やお土産代などを支出しております。なお、懇親会は一

次会までとしております。今後、交際費に関する支出基準を定めてまいります。」

との答弁でした。 

次に、「交通安全対策費、街頭防犯カメラ設備点検保守業務委託６７万１千円の内

容と委託先の説明を。」との質疑に対し、 

「委託先は徳之島町の徳之島通信特機です。町内に設置されている４個の防犯カメ

ラの保守点検を年に２回、臨時点検を年に２回の計４回の点検と、画像提供の依頼

があった際に画像の抜き取り作業をしてもらっています。」との答弁でした。 

次に、「ユイの里テレビ運営管理費、関西ブロードバンド保守委託１千４１万５千

４２９円について、以前は竹木等の伐採等もしてもらっていたが、契約はいつ頃か

ら変更になったのか。その契約書の内容はどうなっているか。」との質疑に対し、 

「契約書の作成については関西ブロードバンドによる作成となります。契約内容の
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変更は保守委託契約の中で、簡易な支障竹木の伐採を実施しておりましたが、平成

２７年より保守委託契約の料金が高騰するとの理由から支障竹木の伐採についての

項目が外された契約となっております。」との答弁でした。 

以上で総務課の審査を終了し、第１回目の委員会の審査は終了しました。 

９月１２日 金曜日、第２回目の委員会を全委員出席のもと、午前 １０時から委

員会室において、長寿子育て課の審査を行いました。 

長寿子育て課の 

「歳入決算総額は、４億２千７９４万５千１５７円。」 

「歳出決算総額は、９億６千８万４千７６０円。 

うち、現年繰越金は、１千１８１万２千８７０円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「社会福祉総務費、島外治療旅費助成金４５４万２千６０１円について前年

度との比較と適切な使用のための仕組み作りはできないのか。」との質疑に対し、 

「令和５年の金額は３３１万８３６円です。適切な使用のための仕組みづくりに関

しては、各病院に伺い確認を行ったところ、窓口でチラシの掲示と説明をしている

とのことでした。」との答弁でした。                                                                                                        

次に、「児童養育助成事業補助（保育所）１千８７２万２千６９０円の還付率

は。」との質疑に対し、 

「保育料に関しては、１００％徴収ができましたので、完納証明書を提出していた

だいた対象者全員にお返しすることができました。」との答弁でした。 

次に、「各保育所に処遇改善手当が支給されているが、正規の保育士職員にも処遇

改善手当を支給できないのか。」との質疑に対し、 

「職員の保育士には処遇改善手当としてではなく、保育士手当として加算していま

す。会計年度任用職員、短期雇用の保育士、調理員には保育士手当がないため、処

遇改善手当として月３％加算してお支払いしています。」との答弁でした。 

以上で長寿子育て課の審査を終了しました。 

長寿子育て課、終了後、くらしと税務課の審査を行いました。 

課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

くらしと税務課の 

「歳入決算総額は、６億５千５８４万８千８９２円。」  

うち、現年繰越金は、２億８千３２７万９千４２円。 

うち、繰越明許費は、      ６６１万１千円。」 

「歳出決算総額は、４億６千９２４万６千５０８円。 
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 うち、繰越明許費は、２千５１９万８千８００円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「町税徴収の差押え（預貯金２名、不動産１名）のうち、不動産の公売（こ

うばい）執行状況についての説明を。」との質疑に対し、 

「宅地と家屋を差押さえておりますが、差押え後は、定期的に連絡を取り分納がな

されている状況です。そのため、公売には至っておりません。」との答弁でした。 

次に、「墓地整備費１０万９千３３３円に骨壺代などが含まれているが、身元不明

の方を天城町で対応しないといけなくなったのか。また町の墓地の管理は。」との

質疑に対し、 

「町民から身元不明の遺骨について相談があり、墓地埋葬等に関する法律第９条に

基づき、火葬し天城町無縁仏納骨堂へ納骨しました。共同墓地に関しては、永代使

用権として使用料をいただき貸し出されていますが、現在、所有者（管理者）の調

査を再開しています。今後、墓地台帳の整理や条例の整備などの対応をしていきま

す。」との答弁でした。 

次に「町内不法投棄対策費２３３万４千４１８円の実績は。」との質疑に対し、 

「令和６年度は５件ほど回収しております。場所は天城集落３件、瀬滝集落１件、

当部集落１件となっております。」との答弁でした。 

以上で、くらしと税務課の審査を終了しました。 

くらしと税務課、終了後、企画財政課の審査を行いました。 

課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

 企画財政課の 

「歳入決算総額は、 ５４億９千４９万６千２２１円。」 

うち、現年繰越金は、２億８千３２７万９千４２円。 

うち、繰越明許費は、６億７千７４万１千５５３円。」 

「歳出決算総額は、１４億９１７万９千９６９円。 

 うち、繰越明許費は、１千８５６万６千６８３円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「消費者行政対策費、印刷製本費１５万８千６６４円の説明と本町での特殊

詐欺被害者がいるのかどうか。」との質疑に対し、 

「内訳は、詐欺に関する啓発グッズの配布、樟南第二高等学校の３年生に、新成人

および新生活に関する啓発グッズを配布しております。令和６年度１６件の相談が

ありましたが、本町において特殊詐欺にあった方はいません。」との答弁でした。 
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次に、「国立公園等多言語解説等整備事業費、多言語ウェブサイト拡充業務委託

１１５万５千円とその利用についての説明を。」との質疑に対して、 

  「令和６年度から多言語サイトの情報拡充を行っております。令和６年度事業

では、令和元年度以降に出来た松原登山道の情報を新たに掲載し、その翻訳をして

います。また、外国語設定の端末で天城町のサイトを開くと多言語サイトがあるこ

とを自動で表示できるようなシステムの組み替えも行っています。更に、そのウェ

ブサイトを読み込むためのＱＲコードの作成も行っております。」との答弁でした。 

以上で、企画財政課の審査を終了しました。 

９月１６日 火曜日、第３回目の委員会を全委員出席のもと、午前 １０時から委

員会室において、けんこう増進課の審査を行いました。 

けんこう増進課一般会計の 

「歳入決算総額は、１億３６１万６千８８９円。」  

「歳出決算総額は、４億９千１８８万５千３８４円。」 

次に、国民健康保険事業特別会計の 

  「歳入決算総額は、１０億８８８万４千５５４円。 

   うち一般会計繰入金は、７千４１７万７千７０２円 

   うち基金繰入金は、７千１７６万３千円。 

   うち繰越金は、７千８２０万４千９９５円。」 

  「歳出決算総額は、 ９億５千５４万６千１９６円。 」 

次に、介護保険事業特別会計の 

  「歳入決算総額は、８億７千６７８万４３５円。 

   うち一般会計繰入金は、１億３千２３０万４千円。 

   うち基金繰入金は、３千２７１万５千円。 

   うち繰越金は、３千８７４万７千３４８円。」 

  「歳出決算総額は、８億２千３８５万１千７１円。」 

次に、後期高齢者医療事業特別会計の 

  「歳入決算総額は、９千５３９万６千３０円。 

   うち一般会計繰入金は、３千５２０万５千１４１円。 

   うち繰越金は、７１万８千８４０円。」 

  「歳出決算総額は、９千２８８万８千３３０円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「保健福祉総務費、負担金補助及び交付金９７４万９千６９５円の内容説明

を。」との質疑に対し、 



－191－   

 「徳之島病院寄付講座負担金が令和６年度から開始され、南三島と徳之島病院と

昭和大学で協定を結び、各町それぞれの割合で負担するものになります。補助金

（私的二次救急医療機関）は徳之島島内では、宮上病院と徳洲会で救急車の受入を

してもらっており、年間各町６００万円の予算の中で、受け入れした件数の按分を

してそれぞれの各病院に補助金を交付しております。」との答弁でした。 

次に、「健康増進事業費、精密検査受診助成金８万８千６７２円の内容は。」との

質疑に対して、 

「町で行っている便（べん）潜血（せんけつ）の検査を受けた方で、精密検査が必

要な方に受診勧奨と合わせて案内をしています。精密検査を受診された方に上限

５千円の検査費用の助成を行っております。」との答弁でした。 

次に、「居宅介護サービス給付費、負担金、補助及び交付金１億５千３１５万１千

４３１円の減額理由と不用額の説明を。」との質疑に対して、 

「在宅で生活する方が前年度に合わせて予算を計上しましたが、在宅の期間が短く、

すぐに施設入所される方が多くなり、受給者が減ったため、居宅のサービス給付費

の不用額となっています。」との答弁でした。 

  以上で、けんこう増進課の審査を終了しました。 

けんこう増進課、終了後、教育委員会総務課の審査を行いました。 

課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

教育委員会総務課の 

「歳入決算総額は、６千１８４万１千１３円。」 

「歳出決算総額は、４億８千３３８万９千８５９円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「育英奨学金及び、夢と希望の上原勇一郎奨学金の運用状況について説明

を。」との質疑に対して、 

「天城町育英奨学資金の運用状況につきましては、令和７年３月３１日現在、基金

額３千７９３万円に対して貸付額３千５４３万円です。また、基金残高は２５０万

円、滞納額は３４９万円となっております。 

夢と希望の上原勇一郎奨学資金の運用状況につきましては、令和７年３月３１日現

在、基金額１億１千１８万円に対して貸付額は１億５７０万円です。また、基金残

額は２千１５８万円、滞納額は３５８万円となっております。」との答弁でした。 

次に、「スクールソーシャルワーカー活用事業費で報償として７４万５千円が支出

されているが、内容の説明を。」との質疑に対し、 

 「スクールソーシャルワーカーは教育委員会に１名在籍しており、主に不登校傾
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向がある児童・生徒に対して、学校職員の対応の仕方等を中心に対応していただい

ております。別途県の事業としてスクールカウンセラーが配置されております。」

との答弁でした。 

 次に、「山海留学制度実施事業費の負担金補助及び交付金が、１千２７１万２千

４００円に減額補正されている理由と何世帯、何人を予定していたのか。」との質

疑に対し、 

「家賃確定に伴う減額や、申込み取下げ及び年度途中の転居等に伴い減額となって

います。また、家族型１２世帯、孫型１世帯の計１３世帯２５人を予定していまし

たが、実績は１３世帯、２４人でした。」との答弁でした。 

以上で、教育委員会総務課の審査を終了しました。 

教育委員会総務課、終了後、教育委員会社会教育課の審査を行いました。 

課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

 教育委員会社会教育課の 

「歳入決算総額は、９０１万１千９１２円。」 

「歳出決算総額は、２億４千１６７万９千７７８円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「社会教育総務費の補助金、天城町ＰＴＡ連絡協議会２５万円、天城町教育

文化の町推進会議３２７万３千円の執行状況を確認できているのか。」との質疑に

対し、 

「天城町教育文化の町推進会議の執行状況については、総会で報告しています。ま

た、各地区推進協議会についても事業計画や予算執行については各地区推進協議会

の方針に沿って行ってもらっており、活動報告で確認しているところでありま

す。」との答弁でした。 

次に、「国宝重要文化財等保存整備費、下原洞穴遺跡総括報告書印刷製本業務

１６９万６千６８２円の説明といつ頃国宝重要文化財に指定されるのか。」との質

疑に対して、 

  「下原洞穴遺跡の報告書は３００ページにまとめて、３００部印刷をしており

ます。現在、文化庁への文化財指定事務を進めており、土地の境界確定が終わり次

第、申請すると２年後位には指定される見込みです。」との答弁でした。    

 以上で、社会教育課の審査を終了し、３回目の委員会は終了しました。 

 ９月１９日 金曜日、全委員出席のもと、午前９時より当委員会に付託を受けま

した案件について、現地調査を行いました。 

総務課所管の防災関連施設整備事業の老人福祉センター、 
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教育委員会社会教育課所管の海洋センタープール施設改修事業の海洋センタープー

ル、すぱーく天城管理状況の調査を実施しました。 

現地調査後、委員会室において第４回目の委員会を開催し、これまでの審査につい

て協議を行い、確認を致しました。 

 まず、これまでの審査内容を再度確認した後、議案第６２号から議案第６５号ま

での付託を受けた案件について、総括質疑を行いましたが、質疑無く、討論を行い

ましたが、討論無く、採決の結果、議案第６２号から議案第６５号までは、賛成者

多数で、原案のとおり認定すべきものと決定しました。 

  なお、以上の審査過程において、当委員会の意見として集約決定しました、次の

４点を委員会の意見として執行部に申し入れることが適当であると決定しましたの

で、議長においてよろしくお取り計らい願います。 

１．収納対策は、効果的かつ効率的な滞納整理に努めること。また、分納誓約書等

による収納についても適切な執行と、収納未済の発生防止の取組みを継続、強化さ

れる様、努めること。 

２．公共施設の維持管理においては、危険箇所の把握に努め、初期対応の徹底を図

り、諸行事等に支障を及ぼさない様、努めること。 

３．各課が執行する補助金及び助成金については、執行後の成果等を分析し、次年

度へ繋げる様、努めること。 

４．育英奨学資金及び夢と希望の上原勇一郎奨学資金については、将来を担う子供

たちの為、返還金の徴収や基金の増額を考慮し、継続的な運用ができる様、努める

こと。 

 以上で、総務文教厚生常任委員会の審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、建設経済産業常任委員長の報告を求めます。島和也建設経済産業常任委員

長。 

○建設経済産業常任委員長（島 和也議員）   

建設経済産業常任委員長報告をいたします。 

 令和７年第３回定例会において議題となりました、 

議案第６２号、令和６年度天城町一般会計歳入歳出決算のうち建設経済産業常任委

員会に付託を受けた案件、 

議案第６６号、令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計歳入歳出決算及び

議案第６７号、令和６年度天城町水道事業会計決算について、審査の経過と結果の

報告をいたします。 

 当委員会は、第１回目の委員会を９月１１日木曜日、本会議終了後、全委員出席
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の下、委員会室において開催しました。 

 まず、付託を受けました案件の関係課長及び局長の出席を求め、 

審査日程について協議しました。 

その日程は、日程協議終了後から、建設課、農地整備課。 

９月１２日、午前１０時から、水道課、農業委員会、農政課、商工水産観光課。 

９月１６日、午前９時３０分から、現地調査。 

９月１９日、午後３時から、委員会のまとめとすることに決定しました。 

日程協議終了後、 

建設課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

建設課の「歳入決算総額は、４億２千２８７万7千５４０円。」 

     「歳出決算総額は、１４億８千６４４万９千５６３円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとお

りです。 

まず、「歳出の土木費の平土野地区水路改修事業費の委託料 

９３６万１千円が支出されているが、その説明を」との質疑に対し、 

「奄美信用組合から平土野浜方向の水路に係る測量業務委託、地質調査委託、設計

業務委託です。」との答弁でした。 

次に、「山田長満天城町公衆用道路整理基金事業費で１２５万７千７６５円が支出

されているが、整理が出来た場所と件数は。」との質疑に対し、 

「松原と前野を中心に進めており、３０件の整理ができました。」との答弁でした。 

次に、「空き家再生等推進事業費が当初予算で１００万円計上されているが、実績

０となっているのは条件が厳しいのか、希望者が少ないのか、他に理由があるの

か。」との質疑に対し、 

「補助申請が２件ありましたが、申請者の都合で取下げとなりました。理由は撤去

費の６０％の自己負担の工面が出来なかったり、手続きに時間を要するので待てな

いというものでした。条件については国の補助基準点数や、申請者、所有者の諸証

明などがありますが、町で見直しが出来る部分については見直していきたいと思い

ます。」との答弁でした。 

 次に、「町内の空き家状況等について企画財政課と連携が取れているか。」との

質疑に対し、 

 「企画財政課より危険家屋に対して通知を送る際、不良住宅除去補助制度のパン

フレットを同封してもらっています。」との答弁でした。 

次に、「令和５年度からの繰越事業で秋利神キャンパスパーク整備事業費、公園実
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施設計業務委託１千７６０万円が支出されているが、その説明を。」との質疑に対

し、 

「グランドゴルフ場として成果品を３パターンいただいております。川を挟み北側

と南側共に概算で２億円程度ずつの事業費となっているため、補助事業や起債の活

用などを検討してまいります。」との答弁でした。 

建設課終了後、農地整備課の審査を行いました。 

農地整備課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めま

した。 

農地整備課の「歳入決算総額は、１億４千８５１万１千８５円。」 

     「歳出決算総額は、３億８千７９６万８千２２５円。」 

徳之島ダム小水力発電特別会計の、 

「歳入決算総額は、９千１７０万５千７７１円。」 

内、一般会計からの繰入金が、２６５万８千円。 

「歳出決算総額は、８千８６２万３千３３９円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

  引き続き質疑に入り、その中で主なものとそれに対する答弁の要旨は、次のとお

りです。 

まず、「歳出の農林水産業費、多面的機能支払交付金事業費の負担金、補助及び交

付金で天城町広域協定運営委員会へ５千９４３万３千２８円が支出されてるが、粉

砕機や重機購入等の実績はないか。」との質疑に対し、 

「リース料で購入している実績があります。」との答弁でした。 

次に「多面的機能支払交付金事業の路線等のチェックは各保全会が行うのか、また、

残土処理等の指導は行っているか。」との質疑に対し、 

「各保全会で事業地区の点検・診断を行い、管理していただくのが基本です。また、

沈砂地等の土砂や伐採木等はクリーンセンターや木材処理業者へ搬出するよう指導

しています。」との答弁でした。 

次に、「地籍調査事業の令和６年度末の進捗率と、いつ頃の完了時期を目指してい

るのか。」との質疑に対し、 

「令和６年度末の進捗率は３５．９２％です。事業開始当初は約５０年を計画して

いましたが、国の交付金が減少傾向で事業面積の確保が年々厳しくなっていま

す。」との答弁でした。 

次に、「天城町徳之島ダム小水力発電特別会計について、歳出の徳之島ダム管理事

業費、維持管理費の委託料で１千１４９万８千４１０円が支出されているが、機械

等の点検はしっかり出来ているか。」との質疑に対し、 
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「令和２年度に機械の更新を行い、５年が経過してるのでベアリングの交換時期に

来ています。グリスアップ等を行い、機械の維持管理を徹底しています。」との答

弁でした。 

次に、「維持管理費の積立金として３千１０万円が支出されているが、基金残高は

いくらとなっているのか、また、基金の使い道は。」との質疑に対し、 

「令和６年度末基金残高は１億４２２万１千３００円です。法改正で３町で管理し

ている部分と徳之島用水土地改良区が管理している部分までの修繕等に充てられる

ことになっています。将来的には２０年を目処に発電機の更新を予定していま

す。」との答弁でした。 

以上で第１回目の委員会は終了しました。 

９月１２日、午前１０時から第２回目の委員会を、全委員出席の下で行いました。 

初めに、水道課の審査を行いました。 

水道課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

水道事業会計の 

「収益的収入総額は、２億４千８０６万１千５３３円。」 

内、一般会計からの繰入金が、８千７０８万１千円。 

「収益的支出総額は、１億８千２０８万６千９１６円。」 

「資本的収入総額は、５億４６０万円。」 

「資本的支出総額は、５億４千７９６万９千８３２円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

 引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「収益的収入の水道事業収益、他会計補助金が当初予算で 

９千４５４万４千円計上されているが、補正予算で７４６万３千円減額となった理

由は。」との質疑に対し、 

「当初予算計上時より職員が１名減となったため、職員給与分が減額となっていま

す。」との答弁でした。 

次に、「総係費、委託料の不用額５１万６千４００円の理由は。」との質疑に対し、 

「メーター検針員が３ヶ月不在の地区があり、職員で検針を行ったため、メーター

検針委託料が不用額となりました。」との答弁でした。 

水道課終了後、農業委員会の審査を行いました。 

農業委員会について、局長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めま

した。 

農業委員会の「歳入決算総額は、１千３４１万７千１８０円。」 

「歳出決算総額は、４千１６１万９７円。」 
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であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「歳出の農林水産業費、農地利用最適化交付金事業費の委員報酬が当初予算

で６４６万９千円計上されているが、実績で３４６万１千円となった理由は。」と

の質疑に対し、 

 「農地の集積や活動実績に応じて県で按分されていたものが、令和５年度から上

限を定めた単価設定方式へ変更となったためです。」との答弁でした。 

次に、「農地利用最適化交付金事業費で５台分のタブレット通信費７万２千

６００円、タブレット用システム使用料２万５千８５０円について運用状況の説明

を。」との質疑に対し、 

 「タブレット端末は農業委員１９名に対し、５台導入しておりますが、１台のみ

の使用となっているため、活用できるよう対応してまいります。」との答弁でした。 

 農業委員会終了後、農政課の審査を行いました。 

農政課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を求めました。 

    農政課の「歳入決算総額は、８千２３３万６千６８３円。」 

「歳出決算総額は、３億１千５２８万５千７７９円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「歳入の財産収入で物品売払収入８万４千５８２円と農産物売払収入

１９６万８７円の内訳は。」との質疑に対し、 

 「物品売払収入は農家へ農業資材や出荷箱の販売を行ったものです。農産物売払

収入は、農業センターで生産された自家栽培用野菜苗や花苗、パッションフルーツ、

メロン、ミニトマト、トルコギキョウの販売分です。」との答弁でした。 

次に、「歳出の農林水産業費、生活改善事業費の備品購入費で真空煮釜１６９万

９千５００円が支出されているが利用目的は。」との質疑に対し、 

「主に味噌作りに利用しています。」との答弁でした。 

次に、「畜産振興費の負担金、補助及び交付金で死亡獣畜処理対策負担金として

５２９万円支出されているが、その内容は。」との質疑に対し、 

「死亡牛の焼却費に対し、町負担分５０％とＪＡ負担分１０％がＪＡから農家へ交

付されています。その町負担分となります。令和６年度の焼却処理頭数は子牛

２６４頭、繁殖牛７６頭の合計３４０頭でした。」との答弁でした。 

次に、「畜産振興費の負担金、補助及び交付金、草地基盤再編総合整備事業に

６９万円支出されているが、その説明を。」との質疑に対し、 

「令和６年度から１０年度まで、奄美第２地区として草地基盤再編総合整備事業が
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始まっています。令和６年度は牛舎や草地造成地の測量試験を行っており、事業費

の１割を農家が負担いたしますのでその農家負担金となります。」との答弁でした。 

次に、「われんきゃファーマー育成事業費の負担金、補助及び交付金で教育ファー

ム補助３４万８千７９３円が支出されているが、全学校で実施されているか。」と

の質疑に対し、 

「花を植えたり、ばれいしょやキュウリ、夏野菜などは、作物を育てるところから、

収穫して食べるところまでを学びます。全学校から申請されています。」との答弁

でした。 

次に、「農業創出緊急支援事業費の備品購入費、急速冷凍機８８０万円、冷凍保管

庫１千１３８万５千円が令和７年度へ繰越事業となっているが、その説明を。」と

の質疑に対し、 

「奄美群島成長戦略推進交付金事業に船舶欠航時の対応策として、集出荷貯蔵施設

がメニューに加わりました。令和６年１２月に国の補正で決定し、その後交付申請

を行い、令和７年３月初旬に決定通知となったため全額繰越の事業となっています。

内容は、急速冷凍機で凍らせ、冷凍保管庫で保管することで、冷凍品としていつで

も出荷が可能となります。設置は急速冷凍機が天城農産加工センター、冷凍保管庫

がうぉっちょの駐車場敷地を予定しています。」との答弁でした。 

次に、「林務総務費の委託料、里山林等保全管理促進委託料４６４万５千円につい

て説明を。」との質疑に対し、 

「松の樹幹注入です。岡前小学校６本、与名間バンガロー１０５本、クロスカント

リーパーク５８本、上名道森林公園９本を行っています。」との答弁でした。 

農政課終了後、商工水産観光課の審査を行いました。 

 商工水産観光課について、課長及び担当職員の出席を求め、本案に対する説明を

求めました。 

商工水産観光課の「歳入決算総額は、２億７千１６５万８千７５０円。」 

        「歳出決算総額は、２億２３２万６千２９５円。」 

であり、それぞれの内容の説明を受けました。 

引き続き質疑に入り、その主なものとそれに対する答弁の要旨は次のとおりです。 

まず、「歳出の水産振興費の負担金、補助及び交付金で離島漁業再生支援交付金

４９２万９千円と、とくのしま漁協補助金２２７万８千円が支出されているがその

説明を。」との質疑に対し、 

「離島漁業再生支援交付金は、漁業集落の構成員数などが加味されて国の方で算定

されます。とくのしま漁協補助金については、とくのしま漁協天城支所の冷凍機及

びリモートコンデンサの更新に係る補助です。」との答弁でした。 
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次に、「商工費の観光費、委託料で町営バンガロー管理システム導入委託１千

２１万４千７１０円の支出となっているが、初期導入費のみか、また、財源は。」

との質疑に対し、 

 「令和９年度末までの委託契約金となります。財源は国のデジタル田園都市国家

構想交付金のデジタル実装タイプを活用しています。」との答弁でした。 

次に、「観光費の負担金、補助及び交付金でモンベルフレンドエリア登録負担金

９２万４千円が支出されているがその説明を。」との質疑に対し、 

 「モンベルフレンドエリアに登録することによって、モンベルを通じたふるさと

納税や、モンベルが発行している冊子への天城町ＰＲの掲載、モンベルフレンドフ

ェアへの出展などがメリットとして挙げられます。ＰＲ効果は高いと思われま

す。」との答弁でした。 

以上で第２回目の委員会は終了しました。 

９月１６日、第３回目の委員会を全委員出席の下で開催し、現地調査を行い、所管

部署の担当職員から説明を受けました。 

建設課所管のあまぎ自然と伝統文化体験館と、農地整備課所管の 

かごしまの農業未来創造支援事業（浅間池田地区）について調査しました。 

以上で第３回目の委員会は終了しました。 

９月１９日、金曜日、午後３時から第４回目の委員会を全委員出席のもと、委員会

室において開催し、これまでの審査について協議を行い、確認を致しました。 

これまでの審査内容を再度確認した後、議案第６２号、議案第６６号及び議案第

６７号の付託を受けた案件について、総括質疑を行いましたが、質疑なく、討論を

行いましたが、討論無く、採決の結果、議案第６２号、議案第６６号及び議案第

６７号は、賛成者多数で原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。 

 なお、以上の審査の過程で次のとおり当委員会の意見として集約決定しました。

次の３点を委員会の意見として、執行部に申し入れる事が適当であると決定しまし

たので、議長においてよろしくお取り計らい願います。 

１． 工事の発注にあたっては、物価高騰、人手不足等を勘案し、業者育成の観点

からも工期の平準化に努めること。 

２． 水道事業会計の経営指標において、料金回収率が事業に必要な費用を給水収

益で賄えている状況とされる１００％を令和６年度決算は５１．５％と下回ってお

り、料金の見直し等が必要である。 

３．過去の委員会でも意見がなされているが、計画性に欠けた予算執行が散見され

る。予算編成時において各種事業の需要予測を適切に行い、目的・内容を十分に検

討し適正な予算執行に努めるべきである。  
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 以上で、建設経済産業常任委員会の審査の経過と結果の報告を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、委員長の報告は終わりました。 

 これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから議案第６２号、令和６年度天城町一般会計歳入歳出決算の認定について

討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第６２号、令和６年度天城町一般会計歳入歳出決算の認定について

採決します。 

 お諮りします。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定するものです。本案は委員長の報告のとおり認

定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 これから、議案第６３号、令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第６３号、令和６年度天城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算の認定について採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定するものです。本案は委員長の報告のとおり認

定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 これから議案第６４号、令和６年度天城町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について討論を行います。討論はありませんか。 
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（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第６４号、令和６年度天城町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について採決します。 

 お諮りします。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定するものです。本案は委員長の報告のとおり認

定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 これから議案第６５号、令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出

決算の認定について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第６５号、令和６年度天城町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出

決算の認定について採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定するものです。本案は委員長の報告のとおり認

定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 これから議案第６６号、令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計歳入歳

出決算の認定について討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第６６号、令和６年度天城町徳之島ダム小水力発電特別会計歳入歳

出決算の認定について採決します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定するものです。本案は委員長の報告のとおり認

定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   
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 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 これから議案第６７号、令和６年度天城町水道事業会計決算の認定について討論

を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第６７号、令和６年度天城町水道事業会計決算の認定について採決

します。この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は認定するものです。本案は委員長の報告のとおり認

定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり認定することに決定しました。 

 

△ 日程第７ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第７、議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査についてを議題としま

す。 

 議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してありま

す本会議の会期日程等議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申出

があります。 

 お諮りします。委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査と

することに決定しました。 

 

△ 日程第８ 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査について 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第８、各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査についてを議題とします。 

 各常任委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付してあります
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所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。各常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、各常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに決定しました。 

 追加日程を配付しますので、しばらく休憩します。３時１５分より再開します。 

休憩 午後 ３時００分 

─────────── 

再開 午後 ３時１５分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 追加日程についてお諮りします。お手元に配付しましたとおり、追加日程第１か

ら追加日程第３までを追加したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、お手元の日程表のとおり、日程を追加することに

決定しました。 

 

     △ 追加日程第１ 議案第６８号 令和６年度繰 農業創出緊急支援事業（集

出荷貯蔵施設整備）に係る物品売買契約

について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第１、議案第６８号、令和６年度繰 農業創出緊急支援事業（集出荷貯

蔵施設整備）に係る物品売買契約についてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第６８号、令和６年度繰農業創出緊急支援事業（集出荷貯蔵施設

整備）に係る物品売買契約について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、令和７年９月５日に指名競争入札を執行いたしました令和６年度繰農

業創出緊急支援事業（集出荷貯蔵施設整備）に係る物品売買契約締結につきまして、

議会の議決を求めようとするものでございます。 



－204－   

 内容につきましては、急速冷凍機１台、プレハブ冷凍庫１式の購入でございます。 

 契約金額が１千７０７万２千円、入札金額が１千７０７万２千円、税込みでござ

います。なお、物品購入の入札執行の際は、税込みの価格で入札を行っております。

また、ちなみに工事請負及び委託業務の入札執行の際は、税抜きでの金額の入札と

なりますということをお断りしておきます。 

 契約の相手方、鹿児島県霧島市隼人町小田１５７６─１、株式会社、Ｙｔｅｃ、

代表取締役、安田宝之氏でございます。 

 以上でございます。ご審議お願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○１番（松山 小百合議員）   

 入札執行結果表なんですけれども、失格という会社が２社あります。失格の意味

と理由を教えてください。２点目に、冷凍庫、貯蔵庫を購入ということですけれど

も、輸送コスト支援事業があったかと思います。それについて、冷凍した、要は常

温ではない冷蔵、冷凍にかかる輸送コストについても支援いただけるのかどうか、

この２点お願いします。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 失格の２件につきましては、予定価格を２者ともオーバーしておりましたので、

失格となりました。 

 続きまして、冷凍しております物品に対しても輸送コストは対象になるかという

ことですが、すみません、はっきり把握していませんが、冷凍していても対象にな

るものと考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 常温よりも冷蔵・冷凍はお金がかかりますよね。この補助の率も変わってくるの

か一緒なのか、後でもしあれでしたら教えてください。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 すみません、まだ把握しておりませんので、後ほど確認して連絡させていただき

ます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 入札執行結果表のこの３者の中で、この落札された企業も初めて耳にするような
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企業でございますが、通常こういった方々も指名願いというのが年度当初に提出さ

れているわけでしょうか。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 このうち１者は年度当初から入っておりました。２者は途中から会計課への提出

を行っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 であれば、こういうものが必要だということで見積りを取ったり、何だかんだし

た流れで、多分、その指名願いが出てきたと思うんですが、こういったときという

のは普通に公募型でしてもいいんじゃないのかなと思ったりするんですが、要は役

所側から結局その指名願いを出させたような感があるんです。普通に公募したほう

が全然情報を取ってやりやすかったんじゃないのかなと思っただけですが。 

○上岡 久人農政課長   

 お答えいたします。 

 こちらで選定したのは、これまでの実績がある会社ということでこちらで探して

やりましたが、公募も確かに有効だと考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 別に構わないですけど、要はこちら側から指名願いを出してほしいというような

やり方だったようにしか見えなかったから、こういった質疑をしたところでござい

ます。 

 ぜひ、今後、こういった特殊なものに関しては、やはり公募をするといろいろな

事業者が、お互いが持っていない情報を持っていたり、いろんなことがあろうかと

思いますので、こういった特殊なものに関しては、またそういったことも検討して

いただきたいと要請しておきます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑は終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから議案第６８号、令和６年度繰農業創出緊急支援事業（集出荷貯蔵施設整
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備）に係る物品売買契約について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 追加日程第２ 議案第６９号 令和７年度 天城町上水道事業増補改良

事業（１工区）請負契約について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第２、議案第６９号、令和７年度 天城町上水道事業増補改良事業

（１工区）請負契約についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第６９号、令和７年度天城町上水道事業増補改良事業（１工区）

請負契約について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 本議案は、令和７年９月１６日に、指名競争入札を執行いたしました令和７年度

天城町上水道事業増補改良事業（１工区）の契約締結につきまして、議会の議決を

求めようとするものでございます。 

 内容につきましては、中部第５浄水場小型浄水設備基礎及び小型浄水設備に係る

工事でございます。 

 契約金額が５千４４５万円、入札金額４千９５０万円、税抜きでございます。契

約の相手方、天城町平土野２７番地１０、株式会社貴島建設、代表取締役、貴島宏

明氏でございます。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 非常にすばらしい計画だと思っております。参考までにですが、これはあくまで

も浄水場のみの整備ということなのか、ここ水源地から浄水場までの間で結構頻繁

に送水管が抜けたり切れたりしているような状況もあろうかと思うんですが、そう

いったところも併せて整備は一緒にできないものなのかなと思ったところです。 

○西松 清仁水道課長   

 お答えいたします。 
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 今回の工事は浄水場内だけの工事となっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、送水管の対応も今後検討していただきたいと要請しておきます。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６９号、令和７年度天城町上水道事業増補改良事業（１工区）

請負契約について採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

     △ 追加日程第３ 議案第７０号 令和７年度天城町一般会計予算補正（第

４号）について   

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 追加日程第３、議案第７０号、令和７年度天城町一般会計予算補正（第４号）に

ついてを議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○森田 弘光町長   

 それでは、議案第７０号、令和７年度天城町一般会計予算補正（第４号）につい

て、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 内容につきましては、ミバエ類防除品雇用経費及び総合運動公園のトラック修繕

経費として、歳入歳出予算にそれぞれ６２７万円を追加し、予算総額を８５億９千

７５７万４千円に定めようとするものでございます。 

 その主な項目についてご説明申し上げます。 
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 歳入につきましては、県支出金２９９万円の増額、繰入金３２８万円の増額でご

ざいます。 

 一方、歳出につきましては、農林水産業費２９９万円の増額、教育費３２８万円

の増額でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

○１番（松山 小百合議員）   

 総合運動公園につきましては、先日、委員会のほうでもお伝えしたところです。

すごいぼこぼこしているので修繕を急いでやりますということで、町長のほうから

も答弁をいただいていたと思うんですけれども、これどこに委託するのか、どの範

囲で修繕が行われるのか、この２点をお願いします。 

○院田 裕一教育長   

 ありがとうございます。具体的には、この後、説明させていただきます。 

 今、松山議員からもありましたけれども、先日の決算委員会のその他の項目でも

議員の皆様からご指摘、そしてご心配をしていただいた件でございます。本当に今、

健康づくりの本当に大切な施設でもございます。健康づくりでトラックやフィール

ドを使ったり、あとグラウンドゴルフ大会をしたりとか、本当に町民の皆様、それ

以外の方々にも大変親しまれている施設でございます。なおかつ、来月１２日には

町民体育祭があったり、そして小学校の陸上記録会があったり、その後、スポーツ

合宿等々があったり、本当に我々としても、昨年度も同じような状況であったため

に、今年も職員対応でどうにかなるんじゃないのかなという危機のなさでこういう

状況になりました。大変申し訳なく思っております。 

 今後はスピード感を持って、危機感を持って、またしっかりと施設管理にも取り

組んでいきたいと思っております。本当に申し訳ございませんでした。ご指摘あり

がとうございました。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 一般会計歳出の７ページ、目の４です。天城総合運動公園管理費、修繕料の

３２８万円についてでございます。 

 今回の修繕料につきましては、陸上競技場タータンの修繕になりますが、今のと

ころ西側、本部の１００ｍのトラック６コースございます。それと、そこを中心に

第１コーナー、第４コーナーのトラックの波打っているところの修繕を計画してお

ります。 
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 請負い修繕の業者につきましては、天城町の町内の地元業者に、今後、今回承認

をいただきましたら早急に準備を進めていきたいと考えております。 

○１番（松山 小百合議員）   

 天城町は、委員会のほうでもお話があったようにスポーツの合宿誘致も行ってい

ます。ただ、この状況がこうやって続くんだったら、もう管理できないんだったら、

いっそのこと剥いでしまったほうがいいのかなと、そうした場合、ほかのところで

合宿の仕上げを行うとか、そういうお話も聞こえてはくるんですけれども、例えば

長距離のランナーなんかは、課長とかお詳しいかもしれないんですけど、スピード

練習するときはトラックでやるんです。でも、あの状態だったらトラック使えない

から、結局トラック使っていないような声も聞こえるんです。だから、だったらも

うほかの町、タータン引いているかと言ったら、私、ごめんなさい、そこ確認はま

だしていないんですけど、徳之島町さんとか、多分タータンじゃなくて土になって

いたと思うんです。だったら、よそが土だったら、うちももう土でやりませんか。

変に、例えば今回３２８万円かけます。でも、また何か要は地面の元からやり替え

ないと意味ないということで、これをずっと繰り返してどんどん経費がかさむ、職

員の負担も増える。だったら、もう全部土にしてもいいのかなとも思うんですけど、

そのあたり教育委員会としては、どのように見通しは立てておられますか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 総務文教厚生常任委員会のその決算委員会の中でも、各委員の方々から総合運動

公園陸上競技場のタータンの補修については早々と行うこと、また、その維持管理、

危機意識がないのではないかなというお言葉もいただきました。 

 今後の施設管理についてなんですが、総合運動公園につきましては、陸上競技場

とか多目的広場、野球場、多々ございます。そういったところも今までは朝１番と

夕方、目視でしかチェックをしていないというふうに伺っておりました。今後につ

いては、各施設の管理チェックリスト等をつくって、わんぱく広場であれば遊具が

ございます。そこの管理の徹底も、整備をしていただいたのは建設課になりますが、

管理という観点からナットの締め具合とか、そういったリストを作成して曜日を決

めて、社会教育課の職員とＢ＆Ｇ海洋センターの職員でそういった安全対策、管理

徹底も今後はしていくことと今準備を進めております。そうすることによって、や

はり大きく修繕料がかかるのをその手前で止められて、安価な予算で修繕ができる

ものではないかなと思っておりますので、各施設の状況把握また環境整備もしかり

です、環境整備なども点検し、早急に対応できるよう努めていきたいと、教育委員

会としては考えております。 
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○１番（松山 小百合議員）   

 実際に私、うろうろするわけです、あの陸上競技場のタータン。あれ種類がいろ

いろあるのでしょうか。私が思っているタータン、私の知っているタータンは本当

にちょっとゴム、弾力性もある感じ。だけど、この天城町のタータンは下がもうセ

メントな感じが膝とかに伝わる感じがするんです。果たして、本当にコンクリの上

に薄いペラペラのものをどんどん更新するのを続けるのか。もしくは土のほうが選

手にとってはいいのではないかとも思ったりもするんです。その辺、実際に実業団

の方からどういうお声が届いているかというのは教育委員会として持っていますか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 先ほど松山議員のほうからもありました、スパーク天城等、またクロスカント

リー、各実業団の方々に関しましては足腰を鍛える、筋力を鍛えるということでは

クロカンを使っております。 

 タータンにつきましては、先ほど議員のほうからもありましたスピード、スピー

ド強化をするときは総合運動公園の陸上競技場を使っております。 

 私、昨年から教育委員会社会教育課の課長に拝命を受けて、何度かその前も商工

水産観光課長時代もやはりちょっと膨らみがあるという話は聞いておりましたが、

やはり少しバウンドがあるつくりにはなっている。私、昨日もちょっと現場のほう

に見に行って確認をしております。やはりスパイク、平行ピンを使ってもらうよう

に社会教育課としては今後もそういった広報活動には努めていきたいと思っており

ます。やはり先が尖ったスパイクピンですと、やはりひっかいてしまって、そこの

小さい穴から水が入ってきて膨れるという今の状況になっておりますので、そこの

管理不足というか広報活動不足も反省はしているところでありますので、そういっ

たまた今回応急処置的なことにはなりますが、承認をいただけたら、町民体育祭ま

でには間に合わせて、町民の方々にご迷惑をおかけしないようにしていきたいと考

えております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑ありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 今、たくさんありましたが、これ根本的な原因、スパイクのピンだと言いますけ

ど、どうもそうじゃないです、あれ。スパイクのピンじゃないです。根本的な原因

があるように見受けられるんですが、具体的な補修方法とその原因、何が原因なの

かしっかりと突き止めないといけないと思っていますが、どういったことが原因な

のか分かればと、その補修方法です、どういった形でするのか。 



－211－   

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 こちら修繕内容につきましては、今波打っている下地の部分のまず撤去を行いま

す。撤去箇所をその後洗浄を行うことになっております。その後、下塗りをして仕

上げ剤との密着性を高める接着剤を塗るというふうに伺っております。これを行う

ことによってターテンとウレタン塗装の下地の仕上げ剤をしっかり密着させること

ができます。次に、最後に塗装です。コーティングを行い、仕上げ剤の施工を行う

というふうになっております。 

 ところどころによっては白線が消えているところもございますので、そのライン

部分の修正を行い完了を今のところ予定をしているというところです。 

 原因につきましては、やはり現場の業者の方々と話をしますが、ターテンの膨れ

については多くの場合は下地に侵入した水分が原因と考えられるというふうに聞い

ております。 

 また、この時期、直射日光の強いこの時期にやはり目立って膨れ上がってくると

いうふうに聞いておりますので、ターテン層の下から押し上げられてドーム状に膨

張する、今の陸上競技場の状態になっている状態となっております。 

 数年前に、台風時に木間の枯れ木等が刺さったということも伺っておりますし、

やはり昨日もちょっと現場のほう、ターテンの状況を私も確認しましたが、やはり

小さい穴が開いているところが見受けられました。やはり、これについては尖った

スパイクピンのかき上げることによってできたスパイク痕だと考えておりますので、

明日、また町民体育祭の監督会及び抽選会等もあります。各団長さんが参加するこ

とになっておりますので、そこについても平行ピンを使うように、我々としても広

報していきたいと考えております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

○９番（久田 高志議員）   

 その原因です、要は当初の施工でやっぱりボンドのそういったところに問題があ

ったんじゃないのかなというふうに何かちょっと情報も入ってきておりますので、

そういったところもしっかりと確認をしていただきたい。 

 これは体育祭までにちゃんと間に合えるように頑張ってほしいです。今後も継続

的に補修するなら補修するでしていかないと、実業団とかいろいろな合宿を誘致し

ながら使えなければないのと一緒ですから、先ほどありました土に戻せじゃない、

本当にそうです。ないよりかは少しでも使えたほうがいいと思いますので。いろん

なことを考えながら、今後、そこにカラーコーンを立てて使えなくするようなこと
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は絶対に止めていただきたいと要請しておきます。 

 以上です。 

○祷 清次郎副町長   

 先ほどから所管課の課長のほうからご説明申し上げておりますが、今、先ほど久

田議員からありました原因の一つに、この全天候型にまずメリットとしてすること

によって、本町で合宿をしている陸上、これまでは以前は長距離が主でした。そう

いった中で陸上の監督やコーチ人から以前から要望があったのは全天候型への整備

ということで、この本会議の中でもそういったことをご報告した経緯もございます。 

 先ほど松山議員からもありました、もともとはこの徳之島、やはり冬季合宿に最

適の地ということで、今認知をされてきました。そういったことで、尚子ロードが

起伏に富んで、また交通量も適度、そして一番は島民の合宿に対する受入れ度が高

いという、そういったことから合宿が年々伸びてきているわけですが、これまでは

尚子ロードやクロカンでの足腰を強化するものから全天候型整備になると、他の合

宿地に移動して行っていた練習も１度でここで行えるということで、１回の来島が

２度、３度増えたり、合宿の期間が１週間から１０日、２週間と増えたりしてきて

いるのは事実でございます。 

 そういった中で、整備をした後に、以前は陸上競技場の周りにナンヨウスギ等が

ありました。あの枝が台風災害でかなりアンツーカの部分を傷めて、施工業者の

メーカーのほうにかなりの費用で改修をしていただいた経緯もございます。 

 また、先ほどのスパイクの件もありますが、それだけが一因ではないと考えてお

ります。やはり、あれだけの高価な施設ですので、日頃からの点検作業は欠かせな

いかと考えております。 

 町民の健康増進、町民体育祭までしっかりと補正予算を使いながら整備をさせて

いただきたいと思いますし、その後のまた本町の進めているスポーツ合宿誘致によ

る活性化についても、引き続き行っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑ありませんか。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 先ほどからこの件につきましてご質問があるわけでございますが、この修繕料と

いうのは、今回トラックの部分改修というふうに考えてよろしいのかどうか。また、

来月の１２日には町民体育祭が行われます。この町民体育祭が無事に挙行できるよ

う、それまでにどのような工程で進められていくのか、そのあたりをお伺いいたし

ます。 
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○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 先ほど議員のほうからありました安全対策についてなんですが、修繕後の安全対

策といたしまして、先ほども答弁をさせていただきました、明日、町民体育祭の監

督会及び抽選会がございます。そこでやはり再度、スパイクのピンについては平行

ピンを使用するようお願いしたいと思っております。 

 また、名簿が上がってきますので、各チームの団長の協力の下、修繕後、１回試

走を行わせていただきたいと考えております。１００ｍの選手及びまたそのカーブ

のところの試走をしていただいて修繕がちゃんとできているかどうかの確認です。

そこを確認を我々、課のほうとまた各集落の団長さんを中心に選手の皆さんと確認

をさせていただきたいと思っております。その試走を行い、安全対策に努めていき

たいと考えております。 

 先ほど副町長のほうからもございました町民の皆様が安全・安心に、そして健康

増進の場として社会教育課各施設ありますので、使用できるよう施設管理には万全

を尽くしていきたいと考えております。 

○２番（平岡 寛次議員）   

 分かりました。このタータン全天候型の施工から１０年が経過されていると聞い

ております。今後のこの陸上競技場、このタータンの維持管理計画などをぜひ策定

をしていただいて、同時に財源の確保、この財源をどのように確保していくのか、

そこら辺まで所管課として、また財務のほうとも検討していただいて、そこら辺の

確立も進めていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ほかに質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 これで質疑は終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第７０号、令和７年度天城町一般会計予算補正（第４号）につい

て採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本定例会に付された事件は全て終了しました。 

 本日の会議を閉じます。 

 令和７年第３回天城町議会定例会を閉会します。お疲れさまでした。 

閉会 午後 ３時４７分 
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